
2 月 6 日(火) 自然観察会 
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【観察のキーワード】 

冬場の乾燥や低温に耐えるため落葉樹
らくようじゅ

は葉を落として休眠状態で過ごしています。常緑樹
じょうりょくじゅ

は

葉をつけていますが、やはり活動を低下させています。 

一年草の草本は種子を残して枯れました。多年生や越年生の草本には、ロゼット葉
よう

を地際に広

げて光合成をしているものがあります。春早くに成長するためと考えられています。 



 

 

Ａ.ソメイヨシノ 

（バラ科） 

落葉樹、冬芽に毛がある

B.ナンテン 

（メギ科） 

常緑樹、1枚の葉が大きい 

 

C.シャガ 

（アヤメ科） 

多年草、常緑、花は咲くが結実しない 

 

D.ウラジロチチコグサ 

（キク科） 

多年草、ロゼット葉 

 

E.イロハモミジ・クヌギ 

（ムクロジ科・ブナ科） 

落葉樹、樹皮がかなり違う 

 

F.ヒサカキ 

（サカキ科） 

雌株なら実のある時期 

 

G.スイカズラ 

（スイカズラ科） 

つる性植物、半常緑 

Ｉ.ヤマザクラ 

（バラ科） 

落葉樹、冬芽に毛がない

 

Ｌ.アケボノスギ 

（ヒノキ科） 

針葉樹には珍しい落葉樹 

 

Ｋ.ケヤキ 

（ニレ科） 

落葉樹、樹皮がはがれる 

 

Ｈ.ヒメウズ 

（キンポウゲ科） 

 多年草 

 

Ｊ.クロガネモチ 

（モチノキ科） 

常緑樹、実は冬場 

 


